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第11図（の
aとの組合せはその閉曲線に附記された値以上の倍率
で変換が行なわれる。　45°の直線はH・＝aをあらわ
す。すなわち振動が間隙一杯に行なわれる場合を示し
ているので当然この直線より下の領域では使用不能で
ある。閉曲線がこの直線より上方に張り出しているこ
とは振動が間隙の一部で行なわれ，空間的余裕の大ぎ
いことを示す。fpが1000倍で事足りる場合にはきわ
めて広い振幅範囲にわたって変換可能であることがわ
かる。
　8．　あとがき
　第1報で導いた計算式により変換倍率ルに対する
間隙H．絞り径deびよび振幅aの影響を検討した。
fpを最大にするためには，上記3要素のうち2つを定
めた場合第3の要素を適当に選べばよいことがわかっ
た。このさいdeを適宜選んでfpを制御するのが都
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合がよいことも明らかにされた。deをどのように選
んでも与えられた振幅に対するfpの値はある極限が
存在する。しかしfpが1000倍で十分なときはほと
んどの振幅が変換できることが明らかにされた。
　上記の計算はPU1－PL1ノズルを用い空気源圧力ρ・
を500　mm　Aqとして求めた結果である。ノズル寸法
を少々かえてもこの傾向は大して変化しないので，整
流特性を大幅に変化させるにはP・を高くするのが得
策である。
本報で求められた計算結果から，与えられた条件に対
する変換装置の設計を行なうことが可能になった。
　　　　　　（昭和40年1月11日受理）
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